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研究成果の概要（和文）：　本研究は、現代社会において「信頼 trust」が果たす役割について、哲学・倫理
学・心理学等の複数領域の立場から横断的に検討を行ない、よりよい信頼理解が現代社会に生きる人々のよき生
に向けて果たしうる役割について提言を行った。具体的には、信頼に関する（１）哲学・倫理思想及び社会科学
領域の理論的・実証的研究に基づいた規範的検討、(2)アジア圏を中心とした国際的な比較に基づいた記述的検
討、(3)上記の知見に基づいた実験哲学的な手法による実証研究を行い、その成果は、関連論文や書籍の出版、
また研究会や公開シンポジウムの開催等によって、広く公表された。

研究成果の概要（英文）： This research project examined the role of'Trust'in our present society in 
philosophical, ethical and phycological point of view. It also indicated that the profound 
understanding of trust would encourage people living in this society to have a better life. In 
particular, this project made a) a normative investigation about trust based on philosophical and 
ethical theory as well as social scientific studies b) a descriptive investigation of it comparing 
the Japanese idea of trust with that of other Asiatic countries c) an experimental philosophical 
review considering these two investigations. We released publicly the results from this project 
through publishing research papers, holding symposium and giving several conference presentations. 

研究分野：哲学、倫理学

キーワード： 信頼　実験哲学　哲学　倫理学　応用哲学　宗教哲学　実験心理学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　我々は、現実の生活において、家族や友人、医師や弁護士、また企業や行政を信頼して生活しており、もし、
まったく他の誰をも信頼しなければ生きていくことはほぼ不可能であるとさえいえる。それでいながら、今まで
この信頼概念をめぐる哲学的考察は、極めて限定的にしかなされてこなかった。本研究は、この「信頼」という
我々の日常に深くかかわりながらも哲学・倫理学的考察がなされてこなかった概念を、領域横断的に明らかにし
ながら、この概念をめぐる哲学・倫理学的研究の端緒を開くという、世界的にみても先駆的な意義を持ってい
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
「信頼 trust」は、我々の生活において重要な役割を果たしており、程度の差はあれ、我々
は家族や友人、医師や弁護士を信頼し、また企業や行政を信頼して生活している。もし、人
がまったく他の誰をも信頼しなければ、生きていくことはほぼ不可能であろう。その一方で、
現代社会においては、さまざまなレベルで「不信 distrust」が取り沙汰されてもおり、匿名
性の高い都市生活においては、「知らない人は信じない」という態度が賢明なものとして推
奨されるのと同時に、昨今の大企業の不正(たとえば粉飾決算やデータ捏造)や行政の汚職等
などが、組織に対する不信を生み出すものとして、世間の耳目を集めることもしばしばであ
る。また、学術界においても、相次ぐ研究不正の発覚による科学者コミュニティへの不信と
いう事態を指摘することは難しいことではないだろう。また、他方で、B. Williams (1988)に
よって、信頼を含む協調行動は文化・歴史 依存性を持つことが指摘され、また A. Baier 
(1986)によって、信頼は徳倫理と結びつけられているように、そもそも信頼という概念は、
異文化によって異なったものである可能性も指摘されている。このように、信頼という概念
は、現代社会において深く人々の生活に関わりながら、様々な形をとって現れ出るという、
現実的な重要性を持っている。しかしながら、この概念が、俯瞰的な視点から哲学的に検討
されることはほとんどなかった。本研究における根本的な着想は、以上のような、信頼をめ
ぐる、現実的重要性と学問的未成熟さの間にある大きなギャップを背景としている。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、現代社会において「信頼」が果たす役割について、哲学・倫理学・心理
学等の複数領域の立場から横断的に検討を行い、現代社会における信頼の意義を明確化す
るとともに、信頼概念についてのよりよい理解が現代社会に生きる人々のよき生に向けて
果たしうる役割を提言することである。以上の目的を達成するために、(1)従来、信頼の概念
分析、または、信頼の持つ社会的機能のいずれかの文脈でのみ語られることの多かった信頼
概念を包括的に理解するために、信頼に関する哲学・倫理思想及び社会科学領域の理論的・
実証的研究を吟味し、次に、(2) 信頼理解は文化的な背景によって異なる可能性があるため、
アジア圏を中心に国際比較研究を行い、信頼概念の普遍性と多元性を明確にし、さらに、(3)
上記の知見に基づき、実験哲学的な手法で信頼についての実証研究を行った。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では先に記した目標を達成するために、全体を便宜的に以下の三グループに分け
た。すなわち、1)信頼概念およびそれに関連する概念(信頼に値する trustworthy、安心、信
仰、不信など)に関する先行研究のサーベイを実施するグループ、2)これまで研究代表者お
よび研究分担者らが培ってきた国際的な研究ネットワークを活用し、信頼に関する他国の
研究動向を調査し、この概念の普遍性と多元性を解明するよう努めるグループ。3)上記二つ
の研究を十分に踏まえた上で、信頼概念等に関して理論的に問題となる諸点について、実験
哲学の手法で実証研究を行い、そこで得られた知見を再度理論的見地から総合的な検討お
よび提言を行うグループ、の三つである。 
本研究では、このグループで研究を進めると同時に、グループ間での情報交換および相互
討論を通じて共同研究としての統合性をも確保し、また、研究の深化と幅広さの確保を目的
として、外部から研究者を招聘し、知識提供や討論の機会を定期的に設けた。 
 
 
４．研究成果 
 本研究は、信頼という概念をめぐる、現実的重要性と学問的未成熟さの間にある大きなギ
ャップを背景とし、現代社会において「信頼」が果たす役割について、哲学・倫理学・心理
学等の複数領域の立場から横断的に検討を行い、現代社会における信頼の意義を明確化す
るとともに、よりよい信頼理解が現代社会に生きる人々のよき生に向けて果たしうる役割
を提言することを目的とし、上述の三つの研究グループに分かれて、効率的にかつ統合され
た形で研究が遂行された。その結果、「ロボット、 信頼、不信頼 」（笠木雅史、第 36回日
本ロボット学会学術講演会、2018 年）、「不安と信頼から考えるロボットの価値」（小宮虎、
第 37回日本ロボット学会学術講演会）といった学会発表、『信頼を考える：リヴァイアサン
から人工知能まで』（小山虎編、2018年、勁草書房）、『東アジア・キリスト教研究とその射
程：無教会キリスト教を中心に』（芦名定道著、2019年、三恵社）、『今日、僕の家にロボッ
トが来た。：未来に安心をもたらすロボット幸学との出会い』（小山虎、笠木雅史 他著、2019
年 北大路書房）といった書籍の出版、更には、信頼概念に関して卓越した知見を持ち合わ
せた、倫理学者と社会心理学者の二名の研究者を招聘した公開シンポジウム、「失われた信
頼はどうしたら回復できるのか：信頼概念への学際的アプローチ」（2019年 3月＠京都大学）
の開催によって、信頼という概念をめぐる諸問題に関して、識者だけでなく一般市民にむけ
て情報発信を行い、また、一般市民と意見交換を行うことに成功した。このように、本研究
は、以上のような成果を通じて、広く社会に対して信頼概念に関する検討結果を公開するこ



とができた。 
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